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東
京
で
働
き
、
生
活
す
る
労

働
者
に
と
っ
て
、
都
政
と
の
関

わ
り
は
極
め
て
大
き
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。

東
京
都
知
事
選
挙
が
、
6
月

18
日
告
示
、
7
月
5
日
投
票
で

行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
選
挙
戦
で

も
問
わ
れ
る
都
政
の
重
要
課
題

で
あ
る
3
つ
の
テ
ー
マ
に
関
し

て
、
本
号
で
特
集
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

国
は
旅
客
機
が
都
心
上
空
を

低
空
飛
行
（
大
井
町
上
空
で
3

0
0
ｍ
）
す
る
羽
田
空
港
の
新

飛
行
ル
ー
ト
の
運
用
を
3
月
29

日
か
ら
開
始
す
る
と
決
め
ま
し

た
。
今
ま
で
の
「
海
か
ら
入
っ

て
海
に
出
る
」
ル
ー
ト
か
ら
、

都
心
や
川
崎
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
を

眼
下
に
旅
客
機
が
低
空
で
航
行

し
、
羽
田
空
港
に
離
発
着
す
る

も
の
で
す
。
2
月
2
日
か
ら
乗

客
を
乗
せ
た
実
機
飛
行
確
認
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
品
川
労
協
の

事
務
所
も
殆
ど
ル
ー
ト
直
下
に

あ
り
、
窓
を
閉
め
て
い
て
も
騒

音
の
大
き
さ
に
ビ
ッ
ク
リ
し
、

外
に
出
る
と
近
く
の
高
層
マ
ン

シ
ョ
ン
に
ぶ
つ
か
る
の
で
は
と

思
う
ぐ
ら
い
の
機
体
の
大
き
さ

で
想
像
以
上
の
威
圧
感
で
し

た
。
試
験
飛
行
は
延
べ
7
日
間

で
し
た
が
、
本
格
実
施
に
な
れ

ば
、
南
風
時
の
15
時
か
ら
19
時

の
間
、
品
川
区
上
空
を
1
時
間

に
44
便
の
旅
客
機
が
航
行
す
る

計
画
で
、
騒
音
や
落
下
物
も
心

配
で
す
。
品
川
区
で
は
、
区
民

の
意
思
が
こ
の
飛
行
ル
ー
ト
に

反
映
さ
れ
ず
、
一
方
的
に
決
め

ら
れ
た
こ
と
に
怒
り
が
高
ま

り
、
1
月
18
日
に
は
、
「
羽
田

新
飛
行
ル
ー
ト
の
賛
否
を
問
う

品
川
区
民
投
票
を
成
功
さ
せ
る

会
」
が
発
足
。
当
日
は
雨
も
降

る
寒
い
夜
の
集
会
で
す
が
、
立

ち
見
も
出
る
1
4
5
人
の
参
加

者
で
熱
心
に
討
論
さ
れ
ま
し

た
。
品
川
区
の
有
権
者
の
50
分

の
1
以
上
の
直
接
請
求
署
名

で
、
区
長
は
条
例
案
を
品
川
区

議
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
「
成
功
さ
せ
る
会
」

で
は
、
4
月
中
旬
か
ら
一
か
月

の
署
名
期
間
を
予
定
し
て
お

り
、
署
名
を
集
め
る「
受
任
者
」

（
品
川
区
内
有
権
者
）
を
広
く

募
集
し
、
現
在
8
0
0
人
を
超

え
て
い
ま
す
。
2
月
16
日
に
は

21
回
目
の
反
対
集
会
と
パ
レ
ー

ド
（
別
添
写
真
）
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
羽
田
新
飛
行
ル
ー
ト
問

題
は
7
月
の
都
知
事
選
挙
で
も

大
き
な
争
点
で
す
。
小
池
都
知

事
は
推
進
、
協
力
の
立
場
で
あ

り
、
都
知
事
選
挙
で
、
羽
田
新

飛
行
ル
ー
ト
反
対
、
撤
回
の
都

知
事
を
誕
生
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

品
川
地
区
労
働
組
合
協
議
会

池
野

隆

低空飛行に反対する品川区民のデモ行進
（2／16）

都立・公立病院の独法化に反対する宣伝
（新宿駅）

東
京
都
、
地
域
医
療
を
支
え
る

病
院
を
独
法
化
方
針

小
池
知
事
は
、
8
つ
の
都
立

病
院
を
直
営
か
ら
外
し
、
6
つ

の
公
社
病
院
と
と
も
に
独
立
行

政
法
人
化
す
る
と
表
明
し
、
12

月
25
日
に
は
新
た
な
「
病
院
運

営
改
革
ビ
ジ
ョ
ン
（
素
案
）
」

を
発
表
す
る
と
と
も
に
、
独
立

行
政
法
人
機
構
で
運
営
す
る
方

針
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。

東
京
都
は
「
今
ま
で
ど
お
り

の
医
療
を
提
供
し
都
の
財
政
を

使
う
」
、
「
今
ま
で
と
何
も
変

わ
ら
な
い
」と
言
っ
て
い
ま
す
。

行
政
医
療
提
供
は
、
災
害
、

感
染
症
、
救
急
、
周
産
期
・
小

児
や
難
病
、
精
神
科
、
障
が
い

者
医
療
な
ど
地
域
医
療
を
支
え

る
も
の
ば
か
り
で
す
。

都
は
、
診
療
報
酬
だ
け
で
は

行
え
な
い
医
療
は
、
「
公
立
病

院
の
役
割
」と
し
て
き
ま
し
た
。

議
会
で
補
て
ん
金
の
約
4
0

0
億
円
は
赤
字
で
な
い
こ
と
が

確
認
さ
れ
、
行
政
的
医
療
の
た

め
の
経
費
で
あ
る
こ
と
が
明
確

で
す
。

独
法
化
は
患
者
負
担
の
増
加
な

ど
を
も
た
ら
す

独
法
化
は
「
独
立
採
算
」
で

①
患
者
自
己
負
担
金
引
き
上
げ

（
差
額
ベ
ッ
ド
、
診
断
書
、
分

娩
料
な
ど
）
②
都
立
・
公
社
の

医
療
機
能
後
退
（
不
採
算
部
門

縮
小
）
は
、
労
働
条
件
低
下
で

安
定
し
た
職
員
確
保
困
難⇒

病

床
稼
働
低
下
・
診
療
科
一
部
休

止
な
ど
病
院
全
体
が
不
安
定
化

⇒

地
域
の
医
療
要
請
に
対
応
し

が
た
い
も
の
へ
と
変
質
し
て
い

き
ま
す
。

利
益
確
保
の
犠
牲
に
都
民
追
い

や
る
独
法
化

都
が
示
す
独
法
化
移
行
の
理

由
は
、
予
算
に
縛
ら
れ
ス
ム
ー

ズ
な
収
益
確
保
に
支
障
と
な
り

ま
す
。

必
要
な
人
材
を
速
や
か
に
確

保
で
き
な
い
こ
と
や
医
業
収
益

の
低
下
に
つ
な
が
る
な
ど
現
在

の
制
度
で
も
打
開
で
き
る
も
の

を
理
由
に
し
、
国
の
公
立
病
院

を
な
く
す
方
針
に
積
極
的
に
応

え
る
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◆

◆

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
関
す
る

職
場
・
地
域
の
被

害
や
実
態
の
情
報

を
お
寄
せ
下
さ

い
。
（
編
集
部
）

2
0
1
6
年
12
月
東
京
都

（
以
下
「
都
」
）
は
、
五
輪
・

パ
ラ
選
手
村
整
備
用
地
と
し
て

都
有
地
13
・
4
ha
（
東
京
ド
ー

ム
三
つ
分
）
を
大
手
開
発
デ
ィ

ベ
ロ
ッ
パ
ー
ら
の
企
業
グ
ル
ー

プ
に
対
し
、
超
格
安
で
譲
渡
す

る
契
約
を
結
び
ま
し
た
。
そ
の

価
格
総
額
は
1
2
9
・
6
億
円
、

1
㎡
当
た
り
9
6
7
0
0
円
で

す
か
ら
相
場
（
1
㎡
当
た
り
約

1
0
0
万
円
）
の
1
割
弱
。
都

民
の
損
失
、
千
数
百
億
円
を
都

民
施
策
に
使
え
れ
ば
と
怒
り
を

禁
じ
え
ま
せ
ん
。

選
手
村
整
備
関
連
企
業
と
都

は
、
五
輪
・
パ
ラ
開
催
決
定（
2

0
1
3
年
9
月
）
を
待
ち
か
ね

て
い
た
か
の
よ
う
に
す
ぐ
動
き

出
し
ま
し
た
。
関
連
企
業
側
は

選
手
村
整
備
を
口
実
に
し
た
晴

海
再
開
発
で
大
儲
け
し
た
い
、

都
も
同
様
に
長
年
に
わ
た
る
広

大
な
遊
休
地
（
港
湾
局
所
管
）

を
早
く
開
発
し
た
い
と
両
者
の

思
惑
が
一
致
し
た
か
ら
で
す
。

ま
ず
都
は
選
手
村
整
備
の
た

め
の
開
発
方
式
の
検
討
を
民
間

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
委
託
、「
都

市
再
開
発
法
」
に
拠
る
の
が
望

ま
し
い
と
の
報
告
を
無
条
件
に

受
け
入
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

が
都
市
再
開
発
法
の
悪
用
、
濫

用
＝
選
手
村
用
地
投
げ
売
り
に

道
を
開
い
た
と
言
え
ま
す
。
そ

の
後
同
報
告
を
も
と
に
親
会
社

の
大
手
設
計
会
社
が
選
手
村
建

設
計
画
の
概
要
を
ま
と
め
、
そ

れ
が
都
及
び
大
手
デ
ィ
ベ
ロ
ッ

パ
ー
ら
の
企
業
グ
ル
ー
プ
（
後

の
特
定
建
築
者
＝
都
か
ら
の
土

地
の
譲
受
者
）
に
引
き
継
が
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
両
者
は
約
一

年
間
協
議
を
続
け
、
ま
た
こ
の

間
に
不
動
産
研
究
所
に
よ
る
超

格
安
土
地
評
価
の
報
告
も
受
け

て
土
地
譲
渡
契
約
に
持
ち
込
み

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
都
と
関

連
企
業
は
常
に
官
民
癒
着
で
事

を
進
め
て
き
た
の
で
す
。

2
0
1
7
年
8
月
、
都
民
33

名
が
原
告
と
な
り
譲
渡
価
格
是

正
を
求
め
る
住
民
訴
訟
を
東
京

地
裁
に
提
起
し
ま
し
た
。
裁
判

は
大
詰
め
、官
製
談
合
の
疑
い
、

譲
渡
価
格
の
不
適
正
性
が
争
点

で
す
が
、
原
告
側
は
そ
れ
ら
の

立
証
の
た
め
に
関
連
文
書
の
開

示
を
求
め
粘
り
強
く
闘
っ
て
い

ま
す
。

第8回口頭弁論終了後の報告集会
（1／17）

な
ど
45
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
議
案
は
、
「
東
京
労
連

青
年
部
の
解
散
と
東
京
地
評

青
年
協
内
に
全
労
連
青
年
部

に
つ
な
が
る
協
議
会
を
設
置

（
案
）
」
や
、
学
習
・
交
流

・
運
動
を
3
つ
の
柱
に
据
え

た
運
動
方
針
な
ど
が
提
案
さ

れ
、
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
今

後
、
大
会
で
出
さ
れ
た
意
見

も
参
考
に
活
動
内
容
を
具
体

化
し
て
い
き
ま
す
。

新
役
員
体
制
は
、
議
長
に

千
保
法
之
さ
ん
（
東
京
国

公
）
、
事
務
局
長
に
松
井
優

希
さ
ん
（
江
東
区
労
連
）
。

【
加
盟
組
合
の
定
期
大
会
】

世
田
谷
区
労
連
第
27
回
大
会

2
月
23
日
、
北
沢
タ
ウ
ン

ホ
ー
ル
で
開
催
。
議
長
に
上

田
定
男
さ
ん
（
都
教
組
世
田

谷
支
部
）
、
事
務
局
長
に
河

野
真
一
郎
さ
ん
（
世
田
谷
区

職
労
）
。

東
久
留
米
地
区
労
第
50
回
大

会
2
月
26
日
、
東
京
土
建
清

瀬
久
留
米
支
部
会
館
で
開

催
。
議
長
に
坂
爪
邦
雄
さ
ん

（
都
教
組
東
久
留
米
地
区

協
）
、
事
務
局
長
に
砂
川
恵

さ
ん
（
東
京
土
建
清
瀬
久
留

米
支
部
）
。

東
京
自
治
労
連
第
32
回
大
会

3
月
7
日
、
文
京
区
民
ホ

ー
ル
で
開
催
。
委
員
長
に
矢

吹
義
則
さ
ん
、
書
記
長
に
喜

入
肇
さ
ん
。

地
域
医
療
破
壊
へ
の
道

都
立
・
公
社
病
院
の
独
法
化

特集特集
都政問題都政問題

五輪・パ
ラ選手村

う
る
さ
い
！
あ
ぶ
な
い
！

羽
田
都
心
低
空
飛
行
は
撤
回
を

土
地
投
げ
売
り
是
正
を

求
め
る
裁
判
が
大
詰
め

品川


